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ニュー ジーランドにおける

ぶどうの栽培地域とその気候環境

佐藤典人

I はじめに

lI 従来の若干の知見と資料

ill NZの自然地理的な概要

w 結果と考察
1. 地球的視野からみたぷどうの栽培地域

I はじめに

最近，巷間ではワインが大流行中であると聞

く。事実，その理由は定かでないけれど， ワイン

教室なるものが盛況で， しかもワインに関する書

物さえプームとばかり数々出版されているらし

し‘o
申すまでもなくワインの原料はぶどうである。

果物の中でもぶどうの歴史は古く，その栽培史も

長い。今日，栽培されているぶどうは大別すると

欧州系と米国系1)とに分けられるものの，大半の

品種が前者に属している。日本を代表する品種の

「甲州」も欧州系2)に属している。ただし，ぶどう

の用途別比較でみれば， 日本では圧倒的に生食が

多いのに，世界的にはワ イン用としてのぶどうの

占有率が高いゆえ（石井 ：1992)．その点で極めて

好対照である。

ところで，地球スケールでぶどうの栽培地に着

目すると．それは概ね温帯地域に位置している。

周知のように，ぶどうは W.Koppenによる気候

分類の地中海性気候区 (Cs)を象徴する果樹であ

る。実際ぶどうの栽培面積生産量とも世界的

には ヨーロッ パが最大で，地中海沿岸はその代表

的な地域である。もちろん地中海沿岸のみならず

フランスのいくつかの河川の河谷やそれらの下流

域あるいはドイツのラインガウやモーゼルもぶ

どうの産地として良く知られている。

2. NZのぷどう栽培地と気候値の対照

3. 相関図上におけるぷどう栽培地の識別

4.ぷどう栽培地への気候スケール別考察

V おわりに

合衆国では西岸のカリフォルニア州を代表とし

て，近年，オレゴン州やワシントン州でもぶどう

栽培が導入されている。アジアでは地中海沿岸の

トルコをはじめ，イラン，中国， 日本などでそれ

が栽培されているものの，栽培面栢の割合に比べ

生産量が少ない。

一方，当然ながら南半球でも，その生産量こそ

北半球のそれに及ばないながらも，ぶどうは栽培

されている。南米のアルゼンチンやチリ，オセア

ニアの豪州やニュージ ーランド(=NZ)，それに

南ア共和国などがこれに該当する地域である。そ

こから産するワインの風味の豊かさ 3)と低廉な価

格とから，通の世界でこれらの国々は 『新世界』

と称されている。

このように，ぶどうの栽培地域はいわゆる 「冬

湿潤 ・夏乾燥」型の地中海性気候区を核とし，そ

の縁辺地域に分布する傾向にある。 しかしなが

ら，その栽培地域の高緯度限界をつぶさに見れ

ば，北半球ではドイツのライン河畔やモーゼル地

方が，南半球ではNZ南島のセン トラルオタゴ地

方が，ぶどうの栽培限界がかなり高緯度側にまで

及んでいる点でそれぞれ注目に値する。敢えてそ

れらを確認するならば，前者は北緯50度付近に，

後者は南緯45度にまで達しており丸 いずれも

各々の半球において他のぶどう栽培地域と比較し

た場合，緯度にして約 5~10度ほど極側へ突出し

ている。しかも，マク ロスケールでは，これら双

方の地域とも西岸海洋性気候区に属している。
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加えて，南北両半球のぶどう栽培地域を対比す

ると，北半球の栽培地域が南半球のそれよりも緯

度的におよそ 5度前後，高緯度側に、ンフトしてい

る5)。

このような事実を踏まえ，南半球でひときわ高

緯度側に突出しているNZのぶどう栽培地域の背

景を気候的視点．ならびに地球的視野から若干の

検討を加えるのが本報告の狙いである。

II 従来の若干の知見と資料

フランスの R.Dion(1997)は自ら著わした書の

中で『あるぶどうの品種に由来するワインの品質

は，その品種が栽培されている自然環境の賜』と

述べている。しかしながら彼によれば，かつて先

人たちはワインの品質が場所ごとに変化する事情

の説明に人間の意志の働きを重視していたと言

う。すなわち，そのような事情をもたらす要因を，

先人たちは自然環境のうちにではなく，社会環境

のそれに求めていたわけである。村上 (1957) も

この範疇に属するかもしれない。

だが現代において，ぶどう栽培地の分布やぶど

うから産するワインの品質の相違は，主に気候と

土壌によって大きく規定されるという点では概ね

見解の一致をみている。

もちろん栽培品種によって異なるけれども，一

般的に，ぶどうにとって肥沃な土壌はそれほど軍

要ではなく，むしろやせた土地で，多孔質な土質

（例えば，石灰質や結晶質の土壌）が根の伸長や酸

素の吸収の容易さゆえに好適とされている。また

気候的にも多雨地帯はぶどう栽培に不向きで，む

しろ比較的雨量の少ない，やや乾燥気味の，かつ

晴天日数や日照時間の多い場所が適している6)と

言われている（石井 ：1992)。

先述したように，本稿では主として気候的観点

からNZのぶどうの栽培地を吟味する狙いゆえ，

この立場に立脚した近年の研究を，今少し詳細に

追跡してみたい。

まず，ぶどう栽培に影響する因子の重要度に関

して， B.Rankine et al. (1971)はドイツ南部のぶ

どう栽培を例にとり，ぶどうの樹種は母，土壌は

父に相当し，気候は宿命であると述べた上で，品

質を左右するのはまず樹種であり，次に気候が重

要で，土壌はその後にランクされると言及してい

る。さらに，ぶどう栽培にとっての気候条件こそ，

他の大部分の作物栽培以上にもっともクリティカ

ルな因子であるとの指摘もある (N.Becker: 

1978)。
当然のことながら， この気候因子の中で熱的条

件の温度にまず関心が集まる。 W.Koblet(1977) 

は霜害という視座からぶどう栽培に注視し，乾い

た新芽では一1.5~-2.0℃が，湿ったそれでは一

0.5℃がそれぞれ限界であると説明している。ま

た，小林 (1985)は日本のぶどうの栽培地に対し，

気温， とりわけ成熟積算温度，ならびに有効成熟

積算温度°を指標に採って検討し，米国種はやや

冷涼地でも栽培可能であるけれど，欧州種のそれ

は温暖地でなければ困難であると指摘してい

る8)。事実南スペインや北アフリカの品種（例え

ば，カリニャン， グルナッシュ）はラインやモー

ゼルの品種（例えば，リースリングやシャルドネ）

よりも， 10℃を基準にした積算温度で 1,000~

1,500度日程度多くなければ栽培不能という米・

UCLAの報告もある (H.Johnson : 1994)。

一方，作物栽培にとって温度と並んで重視され

るのは水分条件であり，ぶどうもその例外ではな

い。と言うのは，多雨によって発病し，大きな被

害を被る病気がぶどうには多いからである。例え

ば， 高谷 (1965) は日本において夏半期 (4~10

月）の雨量がぶどう栽培の成否を決定するとし，

およそ 1,100~1,200mmがその上限であると言

及している。その点において，最近，青山ら

(1998)は，東北地方を対象とし，ぶどうを含む複

数の果樹栽培地域の気候条件を水収支の立場から

説明を試みており，桃に次いでぶどうは乾燥に適

応すると述べている。

ここで個々の気候要素とぶどう栽培との連関も

さることながら，むしろ総合的な気候状態を意識

した研究も見逃せない。例えば， B.Primault

(1969)は春 ・夏の天候はほぼぶどうの収穫量に，

秋のそれはぶどうの品質に，各々，影響すると指

摘している。
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M. Cooper (1993)はやや冷涼な気候地域でも

栽培可能なぶどうの品種としてリースリング，

ソービニョン，シャルドネを挙げている。そして，

ぶどう栽培の北限に相当する中央ヨーロッパで産

するリースリングがもっとも風味豊かな白ワイン

を醸造すると N.Becker(1987)は説いている。

他方，欧州のぶどう栽培を根拠に，より冷涼な

気候条件下でのぶどうの栽培に対する気候量を，

G. Horney (1972)は提示した。その研究結果に関

心を寄せた S.Hurnard (1982)は． NZにそれを

適用してドイツワインの代表種であるリースリン

グの潜在的な栽培可能地を検討した。また中央

ヨーロッパとNZのぶどう栽培地を対比し，いく

つかの気候量を示した報文 (B.Fitzharris et al. 

: 1996) も示唆に富む内容である。

このような研究成果を中心に据えて概観する

と，気候条件の中では熱的条件，つまり気温．そ

れに加えて日照時間と日射量， と同時にその一方

で乾湿に関わる水分条件が．ぶどうの栽培にとっ

て重要であると認識できる。

それゆえ， ここではNZのぶどう栽培地の気候

環境を，主として温量指数（吉良： 1945)．積算温

度，降水量，日照時間降霜日数などの気候値を

中核に置き．それに現地視察の結果を導入して吟

味したい。

なお．本研究に使用した主要な資料は以下のと

おりである。

① :NZ Meteorological Service (1978) : "Aver-

age Degree-day Tables Selected NZ 

Stations". 

②:NZ Meteorological Service (1985) : "Sum-

maries of Climatological Observations to 

1980". 

③:J. Gentilli (1971)：℃limates of Australia 

and New Zealand". 

④:M. J. Millier (1982) : "Selected Climatic 

Data for a Global Set of Standard for Vege-

tation Science". 

ぶどう栽培と気候環境との対応を検討する本稿

では，上記の資料の中から主に気温，降水量， 日

照時間，風向・風速などの月別平年値 (1951~

1980年）を基本的に使用した。それは，各々の地

域に適応する果樹の選択にあたって，その土地の

居住者が永年の経験を踏まえた結果から，ある種

の果樹の栽培を特定してきた過程を重視した結果

ゆえである。したがって，本稿の解析内容はいわ

ゆる平均値気候学的視点に立脚することを前提と

している。

そこでNZの200余の気象観測地点の中で上述

のすべての気候要素が観測されている測点をまず

選出し，そこからさらに地点が均等に分布するよ

う配慮した。結果的に 56地点が抽出された。以下

これらの気候値を根幹に据え，それに世界的なぶ

どう栽培地の，ならびにその近傍の非栽培地の気

候値をそれぞれ併用して解析したい。

III NZの自然地理的な概要

南太平洋の南西部にあるNZは，第 1図からわ

かるようにおよそ南緯34~47度に位置している。

日本と同じように温帯の島国であるけれども，周

辺を大洋に囲まれているため，緯度の割りには気

温の年較差が小さく 9)，海洋性の気候を呈してい

る。W.Koppenの気候区分に従えばCfbであり，

その点ではヨーロッパの気候に酷似している。

この国は主に南北二つの大きな島から構成され

ており，その光景も 日本にいくつかの面で似てい

ると言われる。北島は火山，温泉，カルデラ湖，

地熱発電などで良く知られる一方，南島はサザン

アルプス，山岳氷河，フィヨルド，氷食湖などに

象徴される。しかも太平洋とオーストラリアの両

プレート の境界に相当していることから，南北ニ

つの島の伸長方向に沿ってほぼ縦断するように大

断層が走り 10)，そのライン上で地震の発生や火山

の活動が生じている。まさしく地球科学的には日

本と似通った状況にある。

第 1図から明らかなように南島のサザンアルプ

スが高度的に高くて， 3,000mを越す峰が 18もあ

り，明瞭な山脈を形成している。周知のように

クック山が最高峰 (3,754m)であり，タスマンや

ダンビエールがこれに次いでいる。他方，北島で

-13-
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はこの脊梁山地がそれほ

ど高いわけではなく，

1, 700m前後を上回るこ

とはない。ただし，エグ

モントやルアペフのよう

な独立峰の火山は 2,000

mを超えている。 この

ような脊梁山地の配列と

タスマン海を吹送してく

る中緯度の西寄りの卓越

風との相互作用に起因し

て，脊梁山地の西側では

降水量が多い。とくに急

峻なサザンアルプスの風

上にあたる西海岸沿いで

は多雨となりやすく，年

降水量はフィヨルドラン

ド地方で間々 10,000mm

を超える。その反面，風

下側のセントラルオタゴ

地方やカンタベリー平野

は高温・乾燥のフェーン

に見舞われやすい。この

事は即晴天で日照時間の

増加に置換可能となる。

この卓越する西風と山

脈の走向とが織りなす気

候的なコントラストは，

自ずと植生分布にも反映

している。つまり西海岸

地方は鬱蒼とした樹林に
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第1図 NZの位置と地形起伏の概要

覆われる一方，セントラ

ルオタゴ地方はリンデス峠付近で象徴的な半乾燥

の景観を呈している。この対照性は，脊梁山地の

標高の低下とともに解消傾向を示すので，北島で

は南島ほど鮮明とはならない。加えて緯度が下が

る分，低緯度の気団の影響を受ける可能性が増す

ため，北島は気温の上昇とともに多湿の気候にな

りがちである。

以上の事実は， NZにおけるぶどうの栽培を考

究する際には無視できない。

IV 結果と考察

1.地球的視野からみたぷどうの栽培地域

最初に地球的視野からぶどうの栽培地を注目し

てみたい。比較対照のために日本の東京と札幌，

ならびに Prahaをそれぞれ恣意的ながら掲げて

みた（第 1表参照）II)。なお，表中の地点の位置は

第 2図に提示 している。
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まず北半球の地点間で相互に比較すると， ドイ

ツの Trier（モーゼル川流域）が年平均気温や温

鼠指数， さらには生長期の租算温度， 日照時間の

点で極めて厳し い条件下に位置することがわか

る。この事実からもモーゼルやラインガウがぶど

うの北限付近と理解するのに難くない。ためにぶ

どう栽培にとって不利な気候条件を少しでも克服

する意図から，モーゼル川沿いでは南向き急斜面

で，かつ粘板岩のスレート片土の土壌にぶどう畑

が立地している (H.Johnson: 1994)。ここでの栽

培品種はほとんどリースリングで，霜害の少ない

早生のミュラー・トゥルガウはやや低地に広がっ

ている。結果的に， このような栽培限界付近で産

するぶどうからのワインが品質・風味の点で極め

て優れていて，世間の好評を博しているのはおも

しろい。

Prahaはこの Trierに気候値で類似しているも

のの，より内陸に位置することから年平均気温や

温鑓指数に加え，積算温度がやや低くて，ぶどう

の非栽培地となっている。また， Napori,Rabat, 

Bayrut, Tas kentなどは生長期の積算温度で

2,000度日をはるかに超え， 暖地に適する品種の

栽培地として好適であろう。

一方，南半球はどうであろうか。 NZの地点の

気候値 (=Alexandra)が他に対比していささか

低いと識別しうる。当然ながら NZの南島を南下

するにつれて，年平均気温や温量指数は小さくな

り，生長期の積算温度も徐々に下がってくる。だ

が，南島のセントラルオタゴ地方などでは，後述

するように生長期の日照時間に恵まれ， 1,400時

間を下回っていない。これによって熱的に不利な

状況をカバーしていると伺える。

さて，日本の 2地点はどうであろう。東京では

生長期に多雨である反面， 日照時間の少なさが目

立つ。よって，むしろ札幌の方こそ気温が低くて

雨は若干多いものの， ドイツの Trierなどに近似

しており，ぶどうの栽培にまだ向いていると言え

よう。しかし，札幌では冬季の多雪に伴うぶどう

の樹の物理的なダメージが有りうるので，その点

への対応が別途に要求される 12)0

第 1表 世界のぶどう栽培地域と非栽培地域との気候値の対照（上段＝北半球，下段＝南半球）

地 点 緯度 年平均気温 温岱指数 降水Jll＊ 降水位比率 日照時間拿 日照時間比率積算温度・積克温度比率 10℃以下月数

*Praha 

OTrier 

0 Neustadt 

0 Portland 

0 Bordeaux 

OS成i

*Sapporo 

0 Taskent 

0Napori 

0 San Francisco 

*Tokyo 

0 Rabat 

0 Bayrut 

50°05'N 

49°45'N 

49°22'N 
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0 Perth 

*Valdivia! 
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39°48'S 11.9 

45゚16'S 10.6 
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107. 7 

149. l 
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156.8 

82. 7 

70.9 

62.4 

606 

48 

702 

141 

227 
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809 
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28 2,038 

43 I, 758 
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57 

75 

60 

68 

70 

69 

78 

69 
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693.8 

70.0 

95.2 

80.0 

77.4 

83.3 

78.0 
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100.0 

100.0 

（表LIIの冷＂の付した襴の数値は，ぶどうの生長期間 ＝北半球で Apr.-Oct.南半球でOct.-Apr.の合計値を，“～比率＂の欄の数値は、年間値に対す

るぶどうの生長期間の占める割合を各々示す。また地点名の前に記した〇印はぷどう栽培地を， ＊印はぶどう栽培が困難，ないしその非栽培地点を示す。

さらに地点名の下線部は第 2図中の頭文キと対応する）
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法政地理第29号 1999年

いずれにせよ，世界的にみてぶどう栽培に不適

な地域では，気温，日照時間，租算温度，降水量

などの値で高低が顕著である。その辺も含めてぶ

どうの栽培地と非栽培地の気候条件の差異は後掲

の第4,5図で多少，明瞭に識別できよう。

つぎに，南半球に的を絞ってぶどう栽培地を捉

えてみたい（第 1表参照）。NZ以外ではぶどう栽

培地とその近傍の非栽培地を併記してみた。この

表から， Sydney,East-London, Valdivia!など

の非栽培地に共通するのは気温の高低もさること

ながら，生長期の雨の多さの割りに日照時間がそ

れほど長くないことである。つまり高温多湿と同

様に低温多湿もぶどうの栽培に好適とは言えな

し'o
その点， NZのぶどう栽培の地点では年平均気

温が決して高いわけではなく，それゆえ温量指数

も70~100程度に留まる。だが，生長期の雨が

500mm以下と小雨の上， 日照時間が 1,400時間

前後でほぼ揃い，なおかつ栢算温度は 1,000~

1,300度日ほどにまとまっている。この値は第 1

表のドイツの Trier,Neustadt，あるいはフランス

のBordeauxのそれにほぽ似通っている。

/ム:.： 

.,.夏‘’
¥,... 
¥、

かくして， これらの地域で広く栽培されている

ぶどうの品種にも共通性が認められる。すなわ

ち，シャルドネ，ミュラー・トゥルガウ， リースリ

ング，ソープィニョン・プラン，カベルネなどがそ

れである。

また，月平均気温が10℃を下回る年間の月数は

当然ながらNZの南方ほど多くなり， 5カ月にも

及ぶ。 ドイツのモーゼルやラインガウとて同様で

7カ月にも達する。 それでいながらぶどう栽培が

可能であるのは，生長期の気候条件こそがこの栽

培にとってより一層大きな比重を占めているから

に他ならない。

2. NZのぷどう栽培地と気候値の対照

NZにおけるぶどうの栽培面積は，果物ではリ

ンゴ，キーウィフルーツに次いで三番目に広く，

1995年時点で 7,382haに及んでいる (NZ Year 

Book: 1997）。 しかもこの面積は近年， 拡大傾向

にあり，それに伴いワインの輸出量も 1,100万£

(1996年）へと増加してきている 13)。第3図に図

示したように， NZ国内には 9つの主要な産地が

分布するものの，南島北東端の Blenheim （図中

.... ¥ 

p,叩 Cや 1 厄如．い・

',.. -,.....“n09m ．．．．．． 
Sc●l● 9 139匹讚・9.,.No噴細d.,.む鴫1

第2図 第 1表に用いた世界のぶどう栽培地域と非栽培地域の位置

(R. Kirkpatrick: 1996中の地図をベースにして一部改変）．
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ニュージーランドにおけるぶどうの栽培地域とその気候環境

=Bl)を中心とする Marlborough地方が最大

で，これに続くのが北島北東部の Gisborne（図中

=Gi) を核とする Poverty Bay地方と Napier

（図中＝Na)を抱える Hawke'sBay地方である。

これら上位3つの地域でNZの全ぶどう栽培面積

の85％強ほど占有している。

しかしながらNZのぶどう栽培の歴史は北端の

Auckland近郊に始まり，徐々に国内でその栽培

適地を求め拡散していったのが実情である。第3

図から読み取れるように，今日その栽培の南限

は，セントラルオタゴ地方にまで達している。そ

の中核は Alexandra（図中 ＝Al)や Cromwell

（図中＝ Cr)などの内陸盆地であり，さらに

Clutha川沿いの Roxburghや Queenstown（図

中＝Qu)の東方約 25kmのGibbstonなどでも，

河谷の北向き緩傾斜地を利用してぶどうを栽培し

ている （後掲の写真 1)。 この地方は南緯45~46

度であるので，南半球ではもっとも高緯度でぶど

う栽培の営まれている地域にあたる。

ここで第2表にNZのぶどう栽培地域に対応す

る観測点の気候値を南北二つの島毎にまとめ，併

せて比較のために非栽培地の気候値も示した。こ

公

1
7
0
.
E
 

第 3図第2表に用いたNZの主要なぶどう栽培地域

と非栽培地域 (B.Fitzharris et al.: 1996をベー

スに一部加筆修正）．

第2表 NZのぶどう栽培地域と非栽培地域との気候値の対照（上段＝北島，下段＝南島）

地 点 緯度 年平均気温 温蜀指数 降水屈＊ 降水費比率 日照時間＊ 日照時間比率積算温度＊ 積算温度比率 降霜日数

0 Auckland 37°00'S 15 I℃ 222 7℃ 579mm 50% 1,446hs 68% 1,567 7℃El 85 7% 0 0/1 5 

*Tauranga 37° 40'S 14.0 108 0 719 53 1.479 66 1,380 1 92.6 0 0/5 3 

*Whakatane 37°55'S 13 6 102 6 709 53 I 512 65 1,325.9 95 8 0 0/20 5 

*Opotiki 38°00'S 14 0 108 5 754 54 1,411 65 1,370 6 91.8 0 7/17 0 

0 Gisborne 38°40's 14 0 108 0 525 50 1.479 67 1,361 7 92.3 0 2/6 8 

*Wairoa 39°00'S 14 5 113.9 642 51 I,440 68 1,518.7 91 7 0.0/5 1 

*Manaia 39°30'S 12 7 91 9 602 49 i,390 70 1,005.2 95 0 0 1/7 5 

0 Napier 39°30'S 13 7 103.8 476 54 1,490 66 1,322.8 93 9 0 1/8.8 

*Wanganui 40°00'S 13 6 102.5 511 56 1,425 68 I,253 2 93 0 0 0/3.5 

0 Masterton 41°01'S 12 3 87.6 487 50 1,385 69 1,047 4 100 0 2 5/31 4 

*Wellington 41°20's 13 3 100 I 521 49 1,396 69 1,174 9 93.0 0 0/1 0 

0 Nelson 41゚17'S 12 1 85 1 544 55 1,563 65 1,038 2 100.0 0 5/37 7 

OB!enheim 41°31'S 12 6 91 0 393 53 1,601 65 I, 105 I 95.1 I 5/38 5 

*Kaikoura 42°30'S 12 1 85 3 494 56 1,358 66 920 7 98.3 0 1/0 2 

0 Christchurch 43°30's II 6 78 9 363 56 1,325 66 971 8 100 0 1 6/44 9 

＊9.1:'.eenstown 45°00's 9 7 59 9 488 61 1,389 72 653 7 100 0 0 7/50 3 

OCromwell 45°01's 10 8 73 2 253 63 1,404 71 986 7 100 0 7 3/87 6 

0 Alexandra 45゚16'S 10 6 70. 9 237 69 1,420 69 920.8 100 0 5 1/86.2 

*Dunedin 45°56's 10 2 62.4 479 73 I, 120 67 693 8 100 0 6 8/65.4 

（表中の“*”の付した欄の数値は，ぶどうの生長期間＝Oct.-Apr.の合計値を示し， “~比率＂の欄の数値は，年間値に対するぶどうの生長期間の占め
る割合を各々 示す。また“降霜日数”の襴の分母は年問値．分子は生長期間の日数を示す。さらに地点名の前に記した〇印はぶどう栽培地を ＊印はぶど
う栽培が困難，ないしその非栽培地点を示す。地点名の下線部は第3図中の頭文字と対応する）
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法政地理第29号 1999年

の表から，ぶどう栽培地

に近接していながら非

栽培地となっている地

点は，温度的に，ないし

は雨量や日照時間，積算

温度などの点で値の高

低が著しい。それも生長

期の値においてである。

例えば，北島の Taura-

ngaや Whakatane,

Wairoaなどは生長期の

雨量がぶどうの栽培地

に比べて多く， 600mmを

超えている。Opotikiや

Manaiaも他の要素はま

だしも，同様に雨がやや

多すぎる。また，南島の

QueenstownやDunedin

になると温量指数や生

長期の積算温度が低く，

熱的にぶどうの栽培に

は不向きと判断できる。

けれども Wanganui,

Wellington, Kaikoura 

などの非栽培地は，栽培

地の気候値と見比べて

明確な差を保持してい

ない。よってその相違を

招来する原因に関心が

集まるけれど，この段階

でこれ以上言及す るこ

とは避けたい。

これまで述べてきた

ぶどうの栽培に適する地域と必ずしもそうではな

い地域との気候値，ならびにその年変化を識別す

る意図から，前者を第 4図に，後者を第 5図に

各々示した。これらの図から，ぶどうの生長期の

昇温と日照時間の増大，と同時にその時期の寡雨

がぶどう栽培には要求され，その傾向から逸脱す

る地点（例えば，東京など）ほどぶどうの栽培は

厳しいと受容できる。この意味において， ドイツ
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第 4図 南半球の主要なぶどう栽培地点における月別の降水量，日最高気温，日平

均気温日最低気温，ならびに日照時間の季節変化．

のTrierとNZのQueenstownはその栽培限界

の内側と外側を暗示しているように見える。もち

ろん後者が非栽培地である。

3.相関図上におけるぷどう栽培地の識別

ぶどうの栽培地域に対して，より鮮明に気候的

な特性を把握する意図から，相関圏上での吟味を

試みた。これまでも間々，植物の分布や生育限界
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を説明するのに吉良 (1945)の考案した温塁指数

を採用してきた。例えば， 日本におけるリンゴの

耕作地域はこの温量指数の分布と良く合致する。

即ち，それは温量指数60以上， 100以下の地域と

対応している (Ichikawa:1984)。

そこでNZで日照時間を測定している先述の

56地点について，温羹指数と夏季 3カ月の日照時

間との相関をとり，併せて夏季の降水量を加味し

て調べた（図略）。しか し

ながら，図上でぶどう栽

培地のみ明確にグルービ

ングすることは不可能で

あった。とくに Christe-

hurch, Alexandra, Cro-

mwellなどが大きく相

違し，その一方で Wha-

kataneや Taurangaを

はじめとするぶどうの非

栽培地との図中での識別

が困難となった。

これに続いて，帰納的

ながら年間の日照時間，

温量指数 10℃を基準と

した年間の積算温度，月

平均気温が 10℃以下と

なる月数年降水量降

霜日数，夏季 3カ月の日

照時間，夏季 3カ月の降

水量など，いくつかの指

標相互の相関を検討し

た。が しかし，いずれの

関係においても先掲の

Christchurch, Alexan-

dra, Cromwellなどが他

のぶどう栽培地と異なる

傾向を示す一方，やはり

Whakatane, Tauranga, 

Wairoaなどの地点とぶ

どう栽培地との識別が容

易ではない。

ただし，ぶどうの生長

期間 (10~4月）の栢算温度と同一期間の日照時

間との関係を基軸にし，その期間の降水鼠も含め

た内容が比較的，説明力を有している（第6図）。

その結果からNZのぶどう栽培地域を詳述すれ

ば，以下のようになる。

① ：生長期間の租算温度は 900度日以上，

1,500度日前後以下．

② ：生長期間の日照時間は 1,400時間以上．

Ap. Ju. 

Ap. Ju. 

,125,9h's・日→ゴ I。 LliJ斤，39h's.
Ap. Ju. Oc. Dec. Ju. Oc. Ja. Ap. Ju. 

第5図 世界のぶどうの非栽培地点，ないし困難なそれでの月別の降水只，

気温， 日平均気温， 日最低気温ならびに日照時間の季節変化．
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第7図
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accumulated temperature sum (base temperature,1; 10℃) degree days/7重onths

during the growing period (Oct.~ Apr.) 

南半球の主要地点におけるぶどうの生長期の積箕温度と日照時間，ならびに降水 との関係
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ニュージーランドにおけるぶどうの栽培地域とその気候環境

③：生長期間の降水量は 500mm前後以下．

つまり生長期には適度な温度・多照 ・寡雨が必

要な条件と認識できる。

上記のこの条件は先の Hurnard(1982)と照合

し，生長期の日照時間がいささか大きい値である

点を除けば，ほぼ類似している。

この条件にもっとも叶っているのは，北島東岸

のHawke'sBay地方の Napierであるし， 南島

北東端の Marlborough地方の Blenheimであ

る。これらの地方ではいずれもぶどうの栽培が広

い面積に展開し，その収穫量も多いので， NZを

代表するぶどうの産地となっている。

これとは反対に，以上の条件から多少逸脱する

のは AucklandとChristchurchである。前者は

ややもすると高温多湿すぎて， Whakataneや

Tauranga, W airoaなどに近い状況であり，

Nelsonもこれに似通っている。後者は日照時間

がやや不足気味である。もし仮に生長期の乾燥を

好むぶどう以外の果物であるならば， Whaka-

taneなどの地域でも何ら問題はない。事実， NZ

において Whakataneなどのある北島北岸の

Bay of Plenty地方は， Auckland近郊とともに

野菜やオレンジ，キーウィフルーツ，アプリコッ

トなどの果物の生産地となっている (NZ Year 

Book: 1997)。
同様の見方を今度は逆にNZを含めた南半球の

ぶどう栽培地に適用したのが第7図である。やは

り非栽培地の SydneyやEast-LondonはWha-

kataneなど以上に高温多湿であるし， Valdivia! 

はやや低温で多湿と位置づけられ， Queenstown

も積算温度が明らかに小さい。

さらに， この見方を拡大し，北半球のぶどう栽

培地に援用して図化した（第 8図）。この図から東

京の日照不足と多雨が明白であり，Trierの厳し

さも無理なく理解できる。その点，先の第 1表で

触れたように降水量の多さがなければ，札幌の方

がまだぶどう栽培の可能性を潜めている。よって

たとえ克雪品種という相違を考慮したとしても，

北海道余市付近でのぶどうの栽培はあながち奇異

なことでもない。

hs/7months 
25007 

BA: Bayrul, BO: Bordeaux, NA: Napori, NE: Neustadt, 

PO:Portland, PR:Praha, RA:Rabat, SA:Sapporo, 

SF: San Francisco, SO: Soci, TA: Taskent, TO: Tokyo, 

TR:Trier. 
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北半球の主要地点におけるぶどうの生長期の積算温度と日照時間，ならびに降水量との関係．
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第9図 NZ周辺における天気図の事例（左は高気圧の接近時，右は低気圧の

接近時を示すいずれも “OtagoDaily Times"より引用）．

4.ぷどう栽培地への気候スケール別考察

前項まで南半球ではもっとも高緯度で栽培され

ているNZのぶどう栽培地を，主として気候量と

の対応から注目してきた。それに従えば， この国

のぶどうの栽培地域は，北半球ながら同様に高緯

度の栽培地であるドイツ南西部の Trierなどと比

較した場合，際立って厳しい気候条件下にあると

は言明できない。しかし併せてそれには南北両半

球の気候的な背景の差が加味されねばならない。

敢えて換言するならば，それは南北両半球にお

ける水陸分布の違い，および極域が大陸か海洋か

Dec. 17 1997. 

の相違に起因する気候的

な差である。現実に，南

半球では赤道～極間の気

温差 ・気圧差が大きいこ

とに加え，極域の周囲は

海洋であるため，東西流

が顕著に卓越してい

る14)。NZとて例外とは

ならず，強い西寄りの風

の吹送する頻度が高く

て，かつそれが南寄りに

転ずれば，極めて冷涼な

天候に一変する。ぶどう栽培の高緯度限界におい

て北半球と比較した場合，緯度にして約 5度ほど

南半球の方が赤道寄りである原因はまさにここに

あろう。

そのような南半球において，南米ではなくてN

zのぶどう栽培地が最南部に立地している事実
は，高緯度ながらその不利な状況を克服しうる何

らかの特異な条件に恵まれている可能性を示唆す

る。その点に照射し，以下に現地視察を交えた気

候スケール毎の検討を試みたい。

①マクロスケールの視点：中緯度に位置するN

Zでは，ほぼ年間にわたって卓越する西風に伴

ざ
ょioi

望
~

A
 

B
 

c
 

第10図 NZにおける平年値に基づく日照時間の分布．（左は年間値．中は 1月の値，右は6月の値を各々

示す． J.Gentilli: 1971の“Climatesof Australia and New Zealand"より引用． 一部を加筆修正）．
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い，他の地域以上に脊梁山地の風上側と風下側と

の気候の相違が著しい。とくに脊梁山地の高度が

増す南島では，降水量の違いを典型としてその差

が際立っている。第9図はNZ周辺の天気図であ

る。左の6月の例は，高気圧の接近，つまり上層

での気圧の尾根の接近を示す。同時にこれは低気

圧の通過後に置換できる。この時には，極方向か

らの南西風が卓越して低温多湿となり，南西部の

フィヨルドランド地方を中心に冷涼多雨となる。

一方，右の 12月の場合は，低気圧の接近，すな

わち上層での気圧の谷の接近を表わすので，高気

圧の通過後に相当する。この状況下では北西風が

豪州方向から吹送し，タスマン海から供給された

水分を含有した高温多湿な大気で西海岸は多雨と

なる。

前述のように南極大陸周辺が海洋で摩擦が少な

いことも手伝い， ロスビー循環に指向されて西方

から移動してくる高・低気圧が数日間もNZ近傍

に停滞することはまれであり，次々とそれらの去

来する姿が現実である。ゆえに天気の変化は目ま

ぐるしいし，気温の変化も同様である。逆言すれ

ば，それだけ脊梁山地のもつ気候的な意味合いが

NZでは増幅してくる。

②メ‘ノスケールの視点：マクロスケールでの説

明内容と大きく関与している。つまり脊梁山地の

伸長方向，ならびにその標高分布と先の卓越風向

との関連から，風上側が湿潤である半面，風下側

は高温 ・乾燥気味となる。第 10図の日照時間の

分布はそのような違いの一端を物語っている。自

ずと冬・夏季では日照時間の長短があるものの，

その分布傾向は，年間合計値も含めて概ね同じで

ある。詳細に見れば，年間値で 2200時間以上の地

域が，夏季 l月の日照時間で 240時間以上の地域

が，冬季6月のそれでは 120~140時間以上の地

域がそれぞれ第3図のぶどう栽培地によく合致し

ている。もちろん冬季はぶどうの生長期でないの

で，直接的には関係ない。

この背景として風下側でのフェーン現象の多発

が指摘できる。例えば， 1997年 12月23日の日中

などはその典型例と言えた。すなわち，風上の港

町である Westportで 17℃，風下の Christchu-

rchで34℃のフェーン現象が発生し，終日，風下

側では生暖かった。このような高温 ・乾燥と晴天

に伴う日照時間の豊富さこそ，既に言及したよう

にぶどう栽培には好適な条件にほかならない。

よって先に敢えて説明を追求しなかった Manaia

mm. 
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第11図 NZにおける水収支の状況（A:水不足地域の分布 B : 4地点における月別水収支の年変化．

J. Gentilli: 1971の℃limatesof Australia and New Zealand"より引用）．
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o 1 kilometres 

第 12図 NZ南島の Gibbslonに立地する北～北東向き緩斜面を利用したぶどう畑（図中のドット

が畑の位置を表わしている． 5万分の 1地形図： 「Arrowtown図幅」の一部を加箪修正）．

ゃWanganuiはこのような条件から逸脱する傾

向にあり，ぶどう栽培に適しているとは言えな

い。しかし， Wellingtonや Wairoa, Kaikoura 

は，風下側に位置しているゆえ，これらがぶどう

の非栽培地であることへの同類の説明は成り立た

ない。これらの地点に対する説明はもう少し先へ

譲ろう。

すなわち乾燥がぶどう栽培の一つの必要条件であ

るとした言及内容と整合する。

③ローカルスケールの視点： NZのぶどう栽培

地を一通り視察してみて，ローカルスケールの点

で共通することは以下の事柄と判断できた。

a :ほぼ西，ないし南西部に山地が控え，既述

,'な；；9,・ ・9,1，，・
さて，ここで乾燥に関わって土壌の乾湿訟x/,ダ9ヽ&F_:,・.・.;. " . 
に触れたい。第 11図がその内容を提示し 入 9 -心： 合 、后`・ロ-% • ̀ 
ている。脊梁山地それも南島の山地の風 ：； ・ 、 ぷ)..，． .

．．ぇぷ'， .ヽ．t；ぶ心
下側で水分不足が歴然としている。その核ヽ ．．式、;: 9.、-.... 、
はセントラルオタゴ地方であり， Alexan-~ --． 違 ．．．

draや Cromwellなどのぶどう栽培地が ．^ ．；←ヽ ·臣ど—--5

それに該当する。また狭小な区域ながら南 i~、ミニ‘‘‘員戸足
島北端の Blenheimや Nelson, さらには

氾し

北島の Wairarapa(=Masterton), Hawke's 

Bay, Poverty Bayなどのぶどう栽培地が

土壌水分の不足気味になる場所と明確に

一致していることを確認できる。この結果

は，先に指摘したぶどうの生長期の小雨，

写真l NZ南島のGibbstonに立地する北～北東向き緩斜面を

利用したぶどう畑 (l,Jan., 1998撮影）．
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した西～南西方向からの冷涼多湿な大気

を遮断する形になっている。

b :日照 ・日射の条件においてマイナ

ス分を克服するため，とりわけ高緯度のセ

ントラルオタゴ地方などでは，北～北東向

きの緩傾斜地にぶどう畑が展開している。

これは相対的に太陽の入射角度を高めよ

うとするある種の対応策である。実際の例

として，ぶどうの非栽培地である Queens-

townから東方へ 25kmほど離れた地域に

ぶどう畑が立地している， Gibbston付近

の地図と写真を掲げた（第 12図，写真 l)。

ここでは前の aの条件も満足させつつ，北

向きの緩い領斜地を利用してぶどうが栽

し
ふ，： _... _ :.Mrダ・→ .t 天ごス•;,;:,• ，J ←-｀ニ―ー•み <9 K, -．、 ..～．ゞ

写真2 NZ北島のGisborne近郊の Waituhiに広がるぶどう畑

と畝間隔 (17,Feb., 1998撮影）．

培され，主にツーリスト向けのワイナリーも営ま

れている。

C :河川や湖沼，人造湖，海洋に近接しており，

これらの水域が夜間の放射冷却を和らげ，生長期

に極端な気温の低下に陥ることを回避している。

とくに AlexandraやCromwellなどセントラル

オタゴ地方の内陸盆地ほどこの効果が大きいと期

待される 15)0

というのも第2表中の降霜日数において，内陸

盆地に位置するこれらの地点では予想以上にその

日数が少ない。ここに水域からの熱の供給による

気温冷却の緩和作用が推察される。

④マイクロスケールの視点：耕地防風林の活用

と同時に，畝間を広めにとって通風効果の促進と

工夫を凝らしている（写真 2)。これは自然通風で

ぶどう畑内の大気の換気を促しては多湿状態とな

ることを抑制し，病害虫の発生を防御する狙いか

らである。

以上のような異なる気候スケールの観点から，

NZのぶどう栽培地を眺めた際に，上述の条件を

ことごとく満たしているのは Gisborne, Napier 

それに Blenheimで代表される。また，南半球で

は際立って高緯度地域であるにも拘らずセントラ

ルオタゴ地方でぶどう栽培の営まれている気候環

境は， とりもなおさず上の条件をかなりの程度満

足しているからである。

ところで， 先に掲げた Wellingtonなど気候環

境的にはぶどうの栽培地域と明確な差が認められ

ず， しかも脊梁山地の風下側に位置する地域でぶ

どうが栽培されていない理由に対する説明はどこ

に帰結するだろうか。

現地を視察する限り，まず首都の Wellington

では，耕地を開削するスペースが少ないことに加

え，年間を通じて風速の大きい 16)ことからぶどう

栽培に不向きと判断される。 Hawke'sBayに面

している Wairoaは， それまで山間部を流下して

きた Wairoa川が海に流出する河口に位置してお

り，耕地として利用するスペースが狭い。その上，

南側を海に臨み，卓越する南西気流が湿った大気

を内陸側に運び込みやすいことから，ぶどう栽培

に不適な多湿になりやすい理由を伺える。これと

ほぼ類似するのが南島の Kaikouraであり，海に

面しているものの平坦地が極度に少ない。

このように気候環境の上では，ぶどう栽培地に

比較的，近似しながらもその非栽培地となってい

る背景には，主として気候条件以外の要因が強く

働いていると，現地視察から判断できる。

V おわりに

南半球においてもっとも高緯度地方まで展開し

ているNZのぶどう栽培に着目し，気候環境との

対応を追究してみた。

その結果，ぶどうの生長期の 10℃を基準にした
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栢算温度と日照時間との対応をベースに，同一期

間の降水量を加味した関係において，ぶどう栽培

地の気候温に一定の傾向が判別された。すなわ

ち，生長期間の積算温度が少なくとも 900時間を

上回り， しかも日照時間が 1,400時間以上に及び

つつ，降水量は逆に 500mm前後を下回ること

が， NZのぶどう栽培地に概ね共通して認められ

る気候量であった。

ぶどう畑が高緯度に立地することは， とりもな

おさず温度的に不利な状況に直面することを意味

する。そのハンディを補いうる側面をNZのぶど

うの栽培地域は保持している。それはこの中緯度

に卓越する西寄りの風とこの国の二つの島を貰＜

脊梁山地の配列方向との絡み合いに大きく連関し

ている。つまり，卓越気流が主稜線を越える結果，

風上 ・風下の気候的な差異が明瞭に現出し，とり

わけ風下側でのフェ ーン現象に伴う高温・乾燥と

晴天下での日照時間の豊富さが，セントラルオタ

ゴ地方に象徴される高緯度でのぶどう栽培を可能

にしている。よって地中海性気候区を簡潔に表現

する「冬湿潤 ・夏乾燥」というような単純さでは

説明できないNZのぶど う栽培地の気候環境上の

特異性をここに瞥見できる。

今後，日々の気象資料を用い，フェーン現象の

多発に伴う高温 ・乾燥の状況を気候的水収支の視

点から吟味し，気候蜃とぶどう栽培地との対応を

さらに精査したい。
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注記

l) 石井 (1992)によれば，ぶどうは大別してアジア西

部原産の欧州系 (Vitisvinifera lineage) と米国東

部原産の米国系 (VitisLabrusca lineage)に分け ら

れ，世界のぶどう品種は 98.5％が欧州系で占められ

ているという。もっとも，ぶどうはカスピ海沿岸にそ

の起源をもつとも言われている。

2) 「甲州」は欧州系に属しているけれども， 東洋だけ

でしか栽培されていないため欧州系東洋種 (Vitis 

vinifera lineage)と分類されている （高谷 ：1965)。

3) 1997年秋にニューヨークで開催されたワインのオー

クショ ンで最高の値段がつけられて取り引きされた

のは，その風味の良さからまぎれもなく NZのワイン

であった。その価格は 750mR. 8本分で 6,000NZ＄で

あったというから，1本約6ガ円ということになる。

4) ドイツ南西部のライン川やモーゼル川河畔で 50°

N, これに対してNZ南島のセ ントラルオタゴ地方を

代表する Cromwellや Alexandraで45°sである。

5) 北‘臣球のぶどう栽培地はほぽ35°~50°Nであるの

に対し，南半球のそれは 30°~45°Sと，緯度にして 5・

度前後の差がある。

6) 日本でなぜ山梨がぶどうの産地になっているのか

について，小林 (1985)は盆地で小雨であり，睛天日

数にも恵まれている点を指摘している。

7) 彼は，ぶどうの果粒が肥大し，成熟・収穫するまで

の期間について， 日平均気温 10℃以上の日の 10℃と

の差を積箕し，その 10℃以上の日数との梢を有効成

熟積ね温度と定義している。本稿での梢符温度の単位

としては 「℃」が適当であるけれども， 一般には積箕

温度の単位が 「度日」なので，敢えて本稿でもこの度

日を使用することにした。

8) 彼によれば，デラウェアは 1,748℃を要し，マス

カット・ベリーAは2,462℃であるのに対して，甲州

は3,505℃と述べている。よって甲州種の長野，山形

での栽培は無理と言及している。

9) 例えば， NZ南島の南端に位骰する Invercargill 

(46°25's)で年較差は8.6℃である一方，北島北端の

Cape Reinga (34°25'S)でそれは 7.1℃である。ちな

みに東京では年較差が 22.7℃に達している。

10) ほぼ北東～南西方向のプレートの境界に沿って走

る南島の AlpineFaultや北島東岸沖の Hikurangi

Troughは良く知られている（例えば，太田： 1989)。

11) 地点の配列は， 地域性を無視して高緯度から低緯

度へと機械的に並べている。それらの位骰は第2図に

示 している。

12) 日本のワインの父と称される越後高田の川上善兵

衛は， 雪に対して物理的に強い品種の改良に努めたこ
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ニュージーランドにおけるぶどうの栽培地域とその気候環境

とで知られている。マス カット・ベリー A （交配番号：

3986)やプラック・クイーン（同じく： 4131)はまさに

そのために交配させて育種したものである（木島：

1991)。
13) 例えば，ワインの輸出量が 1992年に 710万£で

あったものが， 1996年には 1100万£と増大してい

る。

14)実際南半球の 500hPa面の等圧面高度をみても，

夏と冬であまり変わらない。 つまり南緯40~60度間

は年間を通して高度差が大きい（吉野：1978)。

15)月平均気温値でみる限り，双方の地点とも内陸盆地

にありながら，氷点下には下がらない。その値で 5℃

を下回るのは 6,7月の 2カ月のみである。 Aexandra

は二つの河川が合流する地点に位置し， Cromwellは

Lake Dunstanという人造湖のほとりにある。

16) 気候値で確認すると， Wellingtonの月別平均風

速はほぼ年間にわたって一定して大きい。10~11月

が最大でその値は29km/hourであるのに対し， 3月

が最小で 25km/hourである。ちなみに 1年間滞在し

ていた南島の Dunedinは沿岸部にありながら， 11~ 

15km/hourの範囲にその値があるから， Wellington

の風がいかに強いかわかろう。よって NZでは

"Windy Wellington"と呼称されている。

村上節太郎 (1957)：本邦果樹の品種より見た栽培地

域果樹研究第二集 p43~59.

吉野正敏 (1978):『気候学』．大明堂．350p.

N. J. Becker (1978) : Die Qualitat des Weines unter 

dem Einfluss geografischer und topografischer 

Faktoren. Deutsches Weinbau-Jahrbuch. Wald-

kirch. p71 ~80. 

N. ]. Becker (1987) : Geographie und Wein. 

Der Badische Winzer. 6. p268~275. 

M. Cooper (1993) : The wines and vineyards of New 

Zealand. Hodder and Stoughton, Auckland. 165p. 

R. Dion 著•福田育弘訳 (1997) :『ワ インと風土』．人文

書院． 210p.

B. B. Fitzharris et al. (1996) : Climatic Conditions 

for Wine Grape Growing. New Zealand Geo-

graph er. 52-1. pl~ 11. 

G. Horney (1972) : Die klimatischen Grundlagen des 

Anbaus von Weinreben. Weinberg und Keller. 19 

p305~320. 

S. M. H urnard (1982) : Climatological aspects of grape 

growing in New Zealand. New Zealand Meteorolo-

gical Service. Miscellaneous Publication. 251p. 

T. Ichikawa et al. (1984) : Climate and agricultural 

landuse in Japan. In M. M. Yoshino "Climate and 

AgガculturalLanduse in Monsoon Asia". Univ. of 

参考文献 Tokyo Press. p317~332. 

青山 高義ほか (1998)：東北地方における果樹栽培地 H. Johnson (1994) : World Atlas of Wine. Mitchell 

域の気候環境について． 季刊地理学． 50-2. pl39~1 Beazley. 320p. 

53. R. Kirkpatrick (1996) : Macmillan New Zealand 

石井 賢二 (1992)：プドウ．岸本修編『日本のくだも World Atlas. Macmillan. 140p. 

のと風土』．古今書院 196pのp1~68. W. Koblet (1977) : Physiologie der Weinrebe. Eidge-

太田 陽子 (1989)：ニュージーランドの変動地形に関 nossische Forschungsanstalt Wadenswil Sektion 

する最近の研究地理評． 62A-9.p636~666. Weinbau. 35p. 

木島 章 (1991):『川上善兵衛伝』．サントリー博物 B. Primault (1969) : Le climate et la viticulture. 

館文庫 297p. International Journal of Biometeorology. 13. p7~ 

吉良 竜夫 (1945)：東亜南方圏の新気候区分．京都帝 24. 

大農学部園芸学研究室． pl~24. B. Rankine et al. (1971) : Influence of grape variety, 

小林 章 (1985)：山梨はなぜぶどうの適地か．山梨 climate and soil on grape composition and quality 

の園芸 I~3. p 52~53, p 26~27, p 22~25. of table wines. Vi tis. I. p33~50. 

高谷 悟 (1965)：果樹の適地適産に関する農業気候 T. Schneider (1998) : Weinbau im trockenen Westen 

学的研究（第3報）．研究時報． 17-7.p5~8. Argentiniens. Geographische Rundschau. 50-11. p 

寺谷 亮司 (1997)：南アフリカ共和国のワイン産業． 631~635. 

季刊地理学． 49--3.pl96~ 197. D. Zwartz (1997) : NZ Official Year Book 1997. GP 

日本ニュージーランド学会 (1998):『ニュージーランド Publications. 645p. 

入門』．炭応大学出版会． 326p.

- 27-


